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市市内内の出の出来来事事

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章　
　

警
察
功
労

栗く
り
た田　

早さ
な
え苗
氏
（
小
張
）
71
歳　

元
警
視
庁
警
部
補

　

栗
田
氏
は
、
昭
和
35
年
に
警
視
庁

警
察
官
に
任
命
さ
れ
、
警
察
学
校
を

卒
業
す
る
と
小
松
川
警
察
署
に
配
属
。

そ
の
後
、
第
二
機
動
隊
、
大
井
警
察

【
受
章
者
の
声
】

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章　
　

警
察
功
労

頭と
う
だ田　

榮え
い
い
ち一
氏
（
小
絹
）
71
歳　

元
警
視
庁
警
部
補

　

頭
田
氏
は
、
昭
和
39
年
に
警
視
庁

警
察
官
に
任
命
さ
れ
、
警
察
学
校
を

卒
業
す
る
と
本
所
警
察
署
に
配
属
。

そ
の
後
、
浅
草
署
、
丸
の
内
署
、
亀

有
署
な
ど
に
配
属
さ
れ
、
平
成
12
年

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
永
き
に
わ
た

り
国
民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
に
職

【
受
章
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
、大
変
驚
き
、

感
謝
と
と
も
に
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
職
場
の
上
司
や

先
輩
、
同
僚
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で

す
。
ま
た
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
妻

や
子
ど
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章　
　

警
察
功
労

古ふ
る
さ
わ澤　

良よ
し
お夫
氏
（
谷
井
田
）
70
歳　

元
警
視
庁
警
部
補

　

古
澤
氏
は
、
昭
和
35
年
に
警
視
庁

警
察
官
に
任
命
さ
れ
、
警
察
学
校
を

卒
業
す
る
と
中
央
警
察
署
に
配
属
。

そ
の
後
、
第
一
機
動
隊
、
亀
有
警
察

署
、千
住
警
察
署
な
ど
に
配
属
さ
れ
、

【
受
章
者
の
声
】

　

平
凡
で
愚
直
な
勤
務
が
受
章
の
栄

で
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
職

場
の
良
き
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
、
そ
し
て
勤
務
地
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
賜

物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
13
年
３
月
に
退
職
、
さ
ら
に
再
雇

用
制
に
よ
り
警
視
庁
警
務
部
に
採
用
さ

れ
、
平
成
18
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、

永
き
に
わ
た
り
国
民
の
安
全
、
安
心

の
た
め
に
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
警
察
学
校
時
代
に
は
安

保
闘
争
出
動
予
備
部
隊
で
授
業
も
そ

こ
そ
こ
に
部
隊
訓
練
を
し
た
こ
と
、

日
本
・
韓
国
条
約
批
准
闘
争
で
国
会

周
辺
を
走
り
回
っ
た
こ
と
、
沖
縄
返

還
闘
争
な
ど
な
ど
、
昭
和
時
代
30
年

そ
し
て
平
成
と
、
激
動
の
警
察
官
人

生
で
あ
っ
た
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
丸
の
内
署
配
属
時
に
は

警
備
課
に
配
属
さ
れ
、
皇
居
周
辺
に

て
、
各
種
行
事
や
晩
餐
会
な
ど
の
警

護
、
警
備
に
。
ま
た
、
東
京
駅
な
ど

で
も
、
一
寸
一
秒
、
要
人
警
護
に
万

全
を
尽
く
し
、
職
務
を
遂
行
さ
れ
ま

し
た
。

秋
の
褒
章
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

社
会
の
各
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
や
業
績
を
た
た
え
る
褒
章
、

永
年
に
わ
た
っ
て
危
険
性
の
高
い
公
務
に
携
わ
り
、
社
会
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
を
た
た
え
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

藍ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章　
　

社
会
福
祉
功
労

宮み
や
じ
ま島　

孝た
か
あ
き明
氏
（
谷
井
田
）
73
歳　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

署
、
警
視
庁
本
庁
な
ど
に
配
属
さ
れ
、

平
成
14
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
永

き
に
わ
た
り
国
民
の
安
全
、
安
心
の

た
め
に
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
第
二
機
動
隊
配
属
時
に

は
、
浅
間
山
荘
事
件
の
早
期
解
決
の

た
め
、
昼
夜
を
問
わ
な
い
現
場
で
の

捜
査
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

警
視
庁
本
庁
勤
務
時
に
は
、
福
利
厚

生
を
担
当
し
、
警
視
庁
全
職
員
の
支

援
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
受
章
に
驚
き
、
衆
参
議
員
の

方
は
じ
め
出
身
地
の
福
島
県
知
事
お

よ
び
新
聞
各
社
、
茨
城
県
知
事
、
市

長
ほ
か
多
く
の
方
か
ら
お
祝
い
の
電

報
や
電
話
な
ど
を
い
た
だ
き
、
大
変

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

職
場
の
上
司
、
同
僚
、
そ
し
て
妻
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

→

↓

【
受
章
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
ひ
と
え
に

　

宮
島
氏
は
、
昭
和
61
年
か
ら
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
就
任
以
来

26
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
住

民
の
生
活
基
盤
の
安
定
に
献
身
的
な

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
安
全
安
心

な
居
住
地
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
氏
は
、
旧
伊
奈
町
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
や
つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
に
就
か

れ
、
豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
指
導

力
、
実
行
力
に
よ
り
、
地
域
社
会
活

動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
児
協
の
先
輩
・
同
僚
・
市
職
員
の

心
温
か
な
ご
指
導
、ご
支
援
の
賜
と
、

家
族
と
も
ど
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
栄
誉
に
恥

じ
な
い
よ
う
一
層
精
進
し
、
い
さ
さ

か
な
り
と
も
ご
芳
情
に
報
い
ま
す
の

で
、
何
卒
従
前
同
様
の
ご
厚
誼
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


